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本研究では，拡散過程の一種である Ornstein-Uhlenbeck (0 U) 過程モデルに基づいて生理学実験で得られたデー
タの解析について検討した。すなわち，膜電位をOU過程とみなした。まず， OU過程の初通過時間の 4 次までのモー
メントを計算し，初通過時間分布が Pearson プロットで占める領域を求めた。この領域は生データのそれとよく似て
おり，発火間隔をOU過程の初通過時間でモデ、ル化することの妥当性が示された。次に，発火間隔実験データの 1 , 
2 次モーメントから OU過程を規定するパラメータ推定法を提案した。この手法により，実験データから，一般には
計測不可能な細胞への入力過程を特徴づ、けるパラメータ，すなわち，単位時間当たりの平均入力強度とその分散を推
定できることを示した。また発火インパルス列の平均と分散(あるいは CV) を使ってこれらのパラメータ推定が簡
単に行えるように，詳細なテープ.ルを提供した。生体内で自発興奮する神経細胞への単位時間当たりの入力を推定す
ることは神経生理学において興味深い問題であるが，この手法はこの問題のOU過程モデルに基づく解を与えるもの
である。さらに，逆転電位を考慮した単純なモデルとして，膜電位の反射壁をもっ OU過程とみなすモデ、ルを提案し
た。反射壁をもっ OU過程の一定闘値への初通過時間のモーメント公式を導き，モデ、ル神経細胞の振舞いの従来の
OUモデルとの相違を解析した。
要するに，本論文は単一神経細胞の自発興奮のOUモデルについて，理論的に興味ある新しい事実を示したのみな
らず，実験データの解析を容易にする方法を提供したもので，この分野では高く評価される。よって学位論文として
価値あるものと認められるo
